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JICA の開発教育支援事業 
 

 独立行政法人国際協力機構(JICA)は、開発途上国における事業で培った経験を基に、日本社会に対す

る開発途上国に関する「知見の還元」、世界の現状・課題に向けて自分に何ができるかを「考える機会の

提供」、および地域の開発教育推進に向けた「橋渡し役」の 3 点に重点を置き、国際理解教育／開発教

育の支援に取り組んでいます。 
 JICA 関西では、教育委員会や教員の皆様、大学や自治体、NGO の皆様と連携しながら所管地域であ

る近畿 2 府 4 県(大阪府、兵庫県、京都府、奈良県、和歌山県、滋賀県)を対象に、国際協力出前講座や、

JICA 関西施設訪問、教師海外研修、開発教育指導者研修等のプログラムを広く展開し、地域での開発

教育・国際理解教育を支援しています。 
 本「教師国内研修」は、新型コロナウィルス感染拡大の影響を受け、2020 年度、2021 年度において

は海外研修を実施する事ができない事から、その代替事業として実施したものです。 
 
 
 

教師国内研修とは… 
 

I.研修概要 
■研修目的 
 開発教育・国際理解教育に関心を持つ教員や教育関係者を対象に、主に関西圏内における多文化共生、

地域の国際化を学ぶオンラインワークショップを実施し、これらの現状・課題に対する自身の理解を深

め、その知見を生かした授業実践案を各参加者で作成いただく事を目的とした研修です。 
参加者自身が研修を通じて学んだ内容や作成した授業案を、学校現場での授業等を通じて実践いただ

き、次代を担う児童・生徒の教育に役立ててもらい、同時に開発教育・国際理解教育の実践者として活

躍いただくこともねらいとしています。 
 

■主催 
 独立行政法人国際協力機構 関西センター(JICA 関西) 
 

■後援 
近畿 2 府 4 県ならびに政令指定都市の教育委員会 
 

■参加人数 
 近畿 2 府 4 県の学校教員ならびに教育関係者 14 名  

研修概要 
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研修プログラム 

 

1 日目：7 月 17 日(土) 

時間 内容 講師／担当 ねらい 

10:00 

-

10:40 

オリエンテーション  

・自己紹介 

・JICA事業概要・研修の目的 

JICA関西  

市民参加協力課 

後藤田 蕗子 

・研修を共にする参加者と JICA 関係者

について知る 

・研修の趣旨目的について理解する 

10:50 

-

12:00 

講義&ワーク 

「開発教育について ①」 

グループワーク： 

開発教育とは？SDGs とは？ 

（特活）開発教育協会 

理事 佐藤 友紀 氏 

・開発教育とはなにか、ミニレクチャー

とワークで理解する 

13:00 

-

14:10 

講義&ワーク 

「開発教育について ②」 

手法の体験:フォトランゲージ 

（特活）開発教育協会 

理事 佐藤 友紀 氏 

・開発課題を教材化するためのヒントや

コツについて授業で活用できるワークシ

ョップを通じて学ぶ。 

14:20 

-

15:00 

講義&ワーク 

「多文化化する日本」 

在留(登録)外国人数の推移、

国別内訳、在留資格紹介など 

（特活）開発教育協会 

理事 佐藤 友紀 氏 

・日本国内における外国人市民増加背景

や在留資格について、現状など基礎的な

事項を学ぶ。 

15:10 

-

16:10 

講義「地域の多様な子ども達

の学び合い」 

国内の外国にルーツを持つ児

童に関する現状やそれをとり

まく国の方針、取り組み、必

要な支援(母語教育の重要性) 

名古屋外国語大学 教授

/NPO 多言語センター

FACIL  

代表 

吉富 志津代 氏 

・日本国内において、特に外国にルーツ

を持つ児童に何が起こっているのかを知

り、教育現場や教員の役割について考え

る(セミリンガル、ダブルアイデンティテ

ィ、母語教育の重要性、外部団体との連

携など) 

16:20 

-

17:00 

ふりかえり 

（特活）開発教育協会 

理事 佐藤 友紀 氏 

 

名古屋外国語大学 教授

/NPO 多言語センター

FACIL  

代表  

吉富 志津代 氏 

学びの整理、スケジュール確認 

 
 

事前研修 
実施日：2021 年 7 月 17 日(土)、18 日(日) 
場所：オンライン(zoom) 
目的：①研修目標の理解 ②開発教育・国際理解教育の基礎を学ぶ ③国内多文化共生の基礎を学ぶ 

 

研修日程 

2

II.2021 年度研修の流れ(全体スケジュール) 

開発教育の継続的な実施へ…

募集

•募集(6/1-7/9)

•結果通知(7月中旬)

事前研修

•2021年7月17日(土)、18日(日) オンライン研修

•本研修効果を高めるため、開発教育や多文化共生に関する基礎講座・ワークを実施し
ました。

本研修

•8月8日(日)、9日(月)、21日(土)、29日(日) オンライン研修

•関西地域の経験豊富な講師を迎え、多文化共生を学ぶ講座や参加者間意見交換を実施
しました。

事後研修

•2021年9月11日(土) オンライン研修

•研修の学びを整理し、実践授業案を検討するための事後研修を実施します。

授業実践

•勤務校における授業実践 (2021年9-12月・原則)

•研修の学びを各自の所属校における授業実践を通じて還元します。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研
修

•2021年12月26日(日) 対面研修

•関西地域の多文化共生の現状を学ぶため、対面研修を実施しました。

報告会

•2022年2月12日(土)

•国際協力イベント「ワン・ワールドフェスティバル」内にて実施。
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1日目：8月 8日(日) テーマ「送り出し国の事情を知る」

時時間間  タタイイトトルル  講講師師  目目的的  

13:00-

14:30 

技能実習制度の 

現状と課題 

神戸大学大学院  

国際協力研究科  

准教授 斉藤 善久 氏 

技能実習制度の概要、課題を知り、国内の現状

について理解を深め、参加者との意見交換を通

じて、社会のあり方を考える。 

14:45-

15:45 

企業による 

外国人雇用現状 

(株)鶴見製作所京都工場 

生産管理グループ総務課 

課長 山本 和子 氏 

技能実習生を受け入れる企業や技能実習生と

の意見交換を通じて、自分たちの社会を支える

外国人について理解を深め、社会のあり方を考

える 

16:00-

17:00 
送り出し国の事情 

JICA海外協力隊 

甲藤 瞳 氏 

(ラオス・日本語教育) 

現地と接続し、協力隊活動や日本語を学ぶ生徒

の紹介などを通じて、外国人材来日背景や出身

国の事情、日本の支援について理解を深める。 

-17:30 

ふりかえり 

(学びの整理、気づ

きの共有)  

川崎医療福祉大学 

教授 山中 信幸 氏 

（特活）開発教育協会 

理事 佐藤 友紀 氏 

研修内容の学びを整理し、参加者間で気づきを

共有する。研修内容から教育現場へ伝えたいポ

イントを考える。 

2日目：8月 9日(月) テーマ「地域の外国人事情・コミュニティを知る①」

時時間間  タタイイトトルル  講講師師  目目的的  

13:00-

14:30 

外国にルーツを持つ

子供達が日本で前向

きに生きる為には 

インフィニティ(株)  

代表取締役 

上森 秀夫 氏 

外国にルーツを持つ子供達が日本で前

向きに生きる為に必要な取り組み、考

え方について学ぶ。 

14:45-

15:15 

 

滋賀県国際協会によ

る外国にルーツを持

つ児童生徒支援取り

組み 

(公財)滋賀県国際協会 

副主幹 大森 容子 氏 

 

 

国際交流協会の外国にルーツを持つ児

童に向けた支援取り組み事例紹介か

ら、日本の学校現場の現状について理

解を深める。 

15:30-

17:00 

多文化共生教材 

体験 

国際教育研究会 Glocal Net Shiga/ 

滋賀大学教育学部附属中学校 

教諭 倉 公一 氏 

多文化共生の意識をはぐくむための教

材を体験し、参加者間の意見交換を通

じて、学校に必要な教育を考える。 

-17:30 

ふりかえり 

(学びの整理、気づき

の共有)  

川崎医療福祉大学 

教授 山中 信幸 氏 

（特活）開発教育協会 

理事 佐藤 友紀 氏 

研修内容の学びを整理し、参加者間で気

づきを共有する。研修内容から教育現場

へ伝えたいポイントを考える。 

本研修

実施日：2021年 8月 8日(日) 、9日(月)、21日(土)、29日(日)
場所：オンライン(zoom)
目的：①地域における多文化共生推進取り組み紹介、関係者へのインタビューを通じて地域の現状、

世界との繋がりについて理解を深める。

   ②学校現場、地域における多文化共生推進に向けて必要な教育活動、実践授業内容を考える。

4

2日目：7月 18日(日)

時時間間  内内容容  講講師師／／担担当当  ねねららいい  

10:00 

-

12:30 

講義&ワーク「文化とは何か」 

多文化共生の考え方やアイデ

ンティティについて、「多文化

共生」を題材とした新聞記事

を通じた意見交換  

川崎医療福祉大学 

教授 山中 信幸 氏 

研修 1日目のプログラムを振り返り、多

文化共生や個人のアイデンティティに

関する考え方、概念について理解を深め

る。 

13:30
-16:00

講義&ワーク「外国人の人権
と多文化共生社会」

日本で“外国人”になると

いうことや共生社会の実現

に向けて必要な取り組み

 

川崎医療福祉大学 

教授 山中 信幸 氏

・日本における多文化共生の理想や

現状について理解を深める。

・本研修開始に向けた参加者の関心

事項、視点を定める。

16:00-
16:30

事務連絡

研修スケジュール・提出物

確認等

JICA関西  

市民参加協力課 

後藤田 蕗子

本研修プログラムの確認、事後提出物

の確認
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1日目：8月 8日(日) テーマ「送り出し国の事情を知る」

時時間間  タタイイトトルル  講講師師  目目的的  

13:00-

14:30 

技能実習制度の 

現状と課題 

神戸大学大学院  

国際協力研究科  

准教授 斉藤 善久 氏 

技能実習制度の概要、課題を知り、国内の現状

について理解を深め、参加者との意見交換を通

じて、社会のあり方を考える。 

14:45-

15:45 

企業による 

外国人雇用現状 

(株)鶴見製作所京都工場 

生産管理グループ総務課 

課長 山本 和子 氏 

技能実習生を受け入れる企業や技能実習生と

の意見交換を通じて、自分たちの社会を支える

外国人について理解を深め、社会のあり方を考

える 

16:00-

17:00 
送り出し国の事情 

JICA海外協力隊 

甲藤 瞳 氏 

(ラオス・日本語教育) 

現地と接続し、協力隊活動や日本語を学ぶ生徒

の紹介などを通じて、外国人材来日背景や出身

国の事情、日本の支援について理解を深める。 

-17:30 

ふりかえり 

(学びの整理、気づ

きの共有)  

川崎医療福祉大学 

教授 山中 信幸 氏 

（特活）開発教育協会 

理事 佐藤 友紀 氏 

研修内容の学びを整理し、参加者間で気づきを

共有する。研修内容から教育現場へ伝えたいポ

イントを考える。 

2日目：8月 9日(月) テーマ「地域の外国人事情・コミュニティを知る①」

時時間間  タタイイトトルル  講講師師  目目的的  

13:00-

14:30 

外国にルーツを持つ

子供達が日本で前向

きに生きる為には 
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代表取締役 
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外国にルーツを持つ子供達が日本で前
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る外国にルーツを持

つ児童生徒支援取り

組み 

(公財)滋賀県国際協会 

副主幹 大森 容子 氏 

 

 

国際交流協会の外国にルーツを持つ児
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体験 
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教諭 倉 公一 氏 
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じて、学校に必要な教育を考える。 

-17:30 

ふりかえり 

(学びの整理、気づき

の共有)  

川崎医療福祉大学 

教授 山中 信幸 氏 

（特活）開発教育協会 

理事 佐藤 友紀 氏 

研修内容の学びを整理し、参加者間で気

づきを共有する。研修内容から教育現場

へ伝えたいポイントを考える。 

本研修

実施日：2021年 8月 8日(日) 、9日(月)、21日(土)、29日(日)
場所：オンライン(zoom)
目的：①地域における多文化共生推進取り組み紹介、関係者へのインタビューを通じて地域の現状、

世界との繋がりについて理解を深める。

   ②学校現場、地域における多文化共生推進に向けて必要な教育活動、実践授業内容を考える。
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2日目：7月 18日(日)

時時間間  内内容容  講講師師／／担担当当  ねねららいい  
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-
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ンティティについて、「多文化
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教授 山中 信幸 氏 

研修 1日目のプログラムを振り返り、多
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る。 

13:30
-16:00

講義&ワーク「外国人の人権
と多文化共生社会」

日本で“外国人”になると

いうことや共生社会の実現

に向けて必要な取り組み

 

川崎医療福祉大学 

教授 山中 信幸 氏

・日本における多文化共生の理想や

現状について理解を深める。

・本研修開始に向けた参加者の関心

事項、視点を定める。

16:00-
16:30

事務連絡

研修スケジュール・提出物

確認等

JICA関西  

市民参加協力課 

後藤田 蕗子

本研修プログラムの確認、事後提出物

の確認
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時時間間  タタイイトトルル  講講師師  

10:00 

-12:00 

ワークショップ① 

（1）研修での学びの整理  

（2）児童・生徒に伝えたい内容・キーワードの整理・意見交換  

 (3) 手法の紹介① ちがいのちがい 

川崎医療福祉大学 

教授 山中 信幸 氏 

(特活）開発教育協会 

理事 佐藤 友紀 氏 

13:00 

-16:30 

ワークショップ② 

（1）手法の紹介② 新聞ワーク、PBL、ランキングゲーム 

（2）児童・生徒らに伝えたい内容・キーワードの整理・意見交

換（つづき） 

川崎医療福祉大学 

教授 山中 信幸 氏 

(特活）開発教育協会 

理事 佐藤 友紀 氏 

16:30-

17:00

事務連絡

（1）報告書作成と今後の流れ  （2）アンケートの記入

JICA関西 市民参加協力課 

後藤田 蕗子

時時間間  タタイイトトルル  講講師師  

10:00-10：05 開会・挨拶  

10：05-11：20 

ソンセンニﾑ(先生)からのお話

 ご自身の来歴や経験から、多文化共生社会に向けて

大事なこと

大阪市民族講師 

北中道小学校 金 泰賢 氏 

舎利寺小学校 柳 侑子 氏 

11：20-11：35 
北山先生から自校の取り組みご紹介 大阪市立玉津中学校 

教諭 北山 理加 氏 

11：35-12：05 
ふりかえりワーク (特活）開発教育協会 

理事 佐藤 友紀 氏 

12：15-12：35 民族学級体験  

12：35-12：45 まとめ 
川崎医療福祉大学 

教授 山中 信幸 氏 

12：45-13：05 事務連絡(報告会に向けて)・閉会 JICA関西 

事後研修

実施日：2021 年 9 月 11 日(土) 
場所：オンライン(zoom)
目的：①本研修の学びの振り返り ②実践授業に向けた意見交換 ③授業実践ヒントの共有

フォローアップ研修

実施日：2021 年 12 月 26 日(日)      場所：大阪市立玉津中学校内

目的：①大阪市の「民族学級」等の外国人児童生徒等に係る取り組み紹介や参加者間の意見交換を通

じて多文化共生に向けて必要な教育・学校の取り組みについて考える。

②7-9 月の研修後に各参加者が所属校内で行う授業実践内容を共有する。

③対面研修機会を通じて、参加者間ネットワークを深化する。
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3 日目：8 月 21 日(土) テーマ「地域の外国人事情・コミュニティを知る②」

時時間間  タタイイトトルル  講講師師  目目的的  ｷｷｰーﾜﾜｰーﾄﾄﾞ゙((一一例例))  

13:00-

15:00 

外国人によるコミュ

ニティ、外国人支援

者による支援 

(特活)たかとりコミュニ

ティセンター  

専務理事 

 日比野 純一 様  

常務理事  

吉富 志津代 様  

理事  

大城 ロクサナ 様  

外国人コミュニティの取り組

み事例や当事者へのインタビ

ューを通じて、地域と連携し

た取り組みや外国人定住者に

よる外国人支援について理解

を深め、外国人コミュニティ

と地域、学校の連携について

考える 

外国人ネット

ワーク、地域と

の連携、定住者

による支援 

-16:30 

ふりかえり 

(学びの整理、気づ

きの共有)  

川崎医療福祉大学 

教授 山中 信幸 氏

（特活）開発教育協会 

理事 佐藤 友紀 氏 

研修内容の学びを整理し、参

加者間で気づきを共有する。

研修内容から教育現場へ伝え

たいポイントを考える。 

- 

4 日目：8 月 29 日(日) テーマ「地域の外国にルーツを持つ児童の状況を知る」

時時間間  タタイイトトルル  講講師師  目目的的  ｷｷｰーﾜﾜｰーﾄﾄﾞ゙((一一例例))  

13:00-

14:30 

外国人児童・生徒の

置かれた環境、現状

(支援教室の事例か

ら) 

Minami子ども教室 

実行委員長  

金 光敏 氏 

実際に多国籍の児童らが在

籍する学校や支援教室の活

動内容、地域との連携につ

いて理解を深め、外国にル

ーツを持つ児童の置かれた

現状、必要な支援について

考える。 

外 国 人 児 童 支

援、外国人と共

生する地域づく

り (学校と地域

連携)、セーフテ

ィネット 

14:45-

16:15 

多文化共生の学校づ

くり(経験共有)  

・元兵庫県立湊川高等学

校長 水畑 哲也 氏 

・立命館大学  

講師 山田 文乃 氏 

(元大阪市立小学校指導教諭)  

・神戸市立港島学園  

教諭 石動 徳子 氏 

関西圏内の学校で多文化共

生の学校づくり(児童支援、

授業実践)を行う教員複数

名より実践内容を共有し、

参加者との意見交換を通じ

て、学校や教員のあり方に

ついて考える。 

外 国 人 児 童 支

援、国際理解授

業実践、学校と

地域の連携 

-16:30 

ふりかえり 

(学びの整理、気づ

きの共有)  

川崎医療福祉大学 

教授 山中 信幸 氏 

 

(特活）開発教育協会 

理事 佐藤 友紀 氏 

研修内容の学びを整理し、

参加者間で気づきを共有す

る。研修内容から教育現場

へ伝えたいポイントを考え

る。 

- 
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時時間間  タタイイトトルル  講講師師  
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教授 山中 信幸 氏 

(特活）開発教育協会 

理事 佐藤 友紀 氏 

13:00 

-16:30 
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（2）児童・生徒らに伝えたい内容・キーワードの整理・意見交

換（つづき） 
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教授 山中 信幸 氏 
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理事 佐藤 友紀 氏 

16:30-

17:00

事務連絡

（1）報告書作成と今後の流れ  （2）アンケートの記入

JICA関西 市民参加協力課 

後藤田 蕗子

時時間間  タタイイトトルル  講講師師  

10:00-10：05 開会・挨拶  

10：05-11：20 

ソンセンニﾑ(先生)からのお話

 ご自身の来歴や経験から、多文化共生社会に向けて

大事なこと

大阪市民族講師 

北中道小学校 金 泰賢 氏 

舎利寺小学校 柳 侑子 氏 

11：20-11：35 
北山先生から自校の取り組みご紹介 大阪市立玉津中学校 

教諭 北山 理加 氏 

11：35-12：05 
ふりかえりワーク (特活）開発教育協会 

理事 佐藤 友紀 氏 

12：15-12：35 民族学級体験  

12：35-12：45 まとめ 
川崎医療福祉大学 

教授 山中 信幸 氏 

12：45-13：05 事務連絡(報告会に向けて)・閉会 JICA関西 

事後研修

実施日：2021 年 9 月 11 日(土) 
場所：オンライン(zoom)
目的：①本研修の学びの振り返り ②実践授業に向けた意見交換 ③授業実践ヒントの共有

フォローアップ研修

実施日：2021 年 12 月 26 日(日)      場所：大阪市立玉津中学校内

目的：①大阪市の「民族学級」等の外国人児童生徒等に係る取り組み紹介や参加者間の意見交換を通

じて多文化共生に向けて必要な教育・学校の取り組みについて考える。

②7-9 月の研修後に各参加者が所属校内で行う授業実践内容を共有する。

③対面研修機会を通じて、参加者間ネットワークを深化する。
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3 日目：8 月 21 日(土) テーマ「地域の外国人事情・コミュニティを知る②」
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 日比野 純一 様  

常務理事  
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たいポイントを考える。 
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置かれた環境、現状
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ら) 

Minami子ども教室 

実行委員長  

金 光敏 氏 

実際に多国籍の児童らが在

籍する学校や支援教室の活
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いて理解を深め、外国にル

ーツを持つ児童の置かれた

現状、必要な支援について

考える。 
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援、外国人と共
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り (学校と地域

連携)、セーフテ

ィネット 

14:45-
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多文化共生の学校づ
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研修内容の学びを整理し、

参加者間で気づきを共有す

る。研修内容から教育現場

へ伝えたいポイントを考え

る。 

- 
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研修を受ける前までは、日系人や、
在住外国人、技能実習生の支援は
国・政府が行っていると思っていま
した。しかし、公的な支援は十分で
はなく、「インフィニティ株式会
社」や「株式会社鶴見製作所」のよ
うな企業の善意や取り組み、「滋賀
県国際協会」のような公益財団法人
の協力によって成り立っているのだ
と初めて知りました。
どうすれば様々なルーツを持つ人々
が互いを認め合って暮らせるのか、
そのために自分は何ができるのか、
これからも考え続けていきたいと思
います。

「世界とつながろう」という（よく語
られる）ニュアンスについて、海外に
目を向けるばかりではなく、自分たち
の身の回りで暮らす、多様な文化的背
景をもつ人たちの存在も意識する事、
その人たちが心地よく日本社会で生活
するためには何が必要なのかを慮る事
について、まずは学生たちに伝えたい
です。

日本に住む外国人の人権と多文化共生
社会について、外国人の人々が「日本
で生きる」ことの良さと課題を多様な
視点から考えることができた。
課題解決に向けて、子どもたちに歴史
や正しい知識や情報を学び、学んだこ
とを形として生み出し、発信していけ
るような授業を行うことの重要さを感
じた。研修全体から私たちの社会を見
出し、問い直すきっかけとなったこと
が自分自身の大切な学びとなった。こ
の学びを子どもたちにも伝えていける
ように、これまでの教員としての学び
や経験をふまえ、「多文化共生」を切
り口に、さまざまなことにチャレンジ
していきたいと思った。

外国にルーツのある児童生徒や保護
者をサポートする方々が地域でどの
ような活動をされているのかという
ことについて具体的に知ることがで
き、また、私たち教職員が視野を広
げて共に関わることの必要性を感じ
た。

【全ての子どもたちが過ごしやすい
環境にしていくために】
学校や社会が外国にルーツがある児
童が、過ごしやすい環境になること
は、全ての児童（障がいがある・家
庭に課題を抱えるなど）が健やかに
成長できる環境になるのではないか
と思います。国際教育と聞くと、大
きな問題であり、自分事として捉え
ることが難しい児童もいると思いま
すが、人権教育の1つとして色々な国
があることを知るところから始めて
いくところから始めていきたいです。

多文化共生における日本の現状が、
思った以上に進んでいないのだと実感
しました。
自分が関わる子供たち、そして大人も
含め、多くの外国人の方と関わる中で
相互理解の気持ちを大切にできるよう、
今日学んだことを伝えていきたいです。
また、今は日本人だけのクラスですが、
その中で一体どれだけそれぞれの「文
化」を尊重できていただろうと考えさ
せられました。今までの当たり前にと
らわれず、子供たちが楽しく居心地よ
く学べる環境を模索していきたいです。

在日外国人の方の生活について広く学
ぶことができました。
実際に日々学校で会っている生徒と照
らし合わせて考えると、担任として彼
らに貢献する方法がまだまだあること
に気づきました。これから出会う生徒
も含め、誰1人も取り残さないことを念
頭に置き教育を通して貢献したいと思
います。

今回の、どの研修でも感じたことは、
「知らないことが差別に繋がること
もある」ということです。
小学校の教員としては、学年に合っ
た多文化共生学習に取り組む中で、
なるべく低年齢のうちから様々な事
柄に触れられるよう、「世界にはい
ろいろな国があって、それぞれに文
化や生活のありかたがある。」こと
を知ってもらい、それが当たり前で
あるという感覚を身に着けることが
できればいいなと思います。

技能実習制度に関する様々な課題や
日本で暮らす外国にルーツを持つ
方々の支援など、多文化共生を実現
するにあたって解決すべき課題がた
くさんあることを学ぶ貴重な研修
だった。
私自身不勉強で、これからも学び続
けなければならないことが山積して
いることに気づかされ、学校という
組織で働く教員として自分には何が
求められているのか、改めて考えさ
せられる時間だった。様々な場所で頑張っておられる先

生方とつながることができたこと
が何より嬉しい。

多くの先生方とつながりが持てたこと。
新しい考え方を知ることができたこと。
オンラインのワークの方法や技術的な
ことを知ることができたこと。
教育に対する熱意を共有でき、エネル
ギーの充電ができたことなど、(研修
に参加した利点は)多岐にわたります。

研修に参加された先生方の感想(一例)をお届けします。
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